
岡
山
嚇
馬
鹿
郡
川
上
村
及
八
束
村
に
放
け
る

珪
藻
土
の
産
状

(
完

分

這

形
闘
裏

芸

望

露

)

松

千

蓮

美
作
間
藤
両
町
か
ら
北
に
旭
川
の
峡
谷
を
湖
る
乙
と

三
十
飴
キ
ロ
ほ
し
で
'
川
は
直
角
に
折
れ
.
西
方
に
替

っ
て
可
成
-
購

い
盆
地
が
展
開
す
る
｡
同
盆
地
は
光
岡

十
数
キ
ロ
'
南
北
数
キ
ロ
の
来
閥
に
延
び
た
も
の
で
満

っ
て
､
美
作
園
の
北
西
隅
に
伐
L
t
旭
川
の
最
上
流
部

を
占
め
､
行
政
上
は
輿
庭
郡
川
上
柑
及
八
東
村
に
庫
す

る
が
､
勝
山
町
読
ハ世
町
｡津
山
市
方
面
の
人
々
は
此
の

TJん
J･==･･･.I

盆
地
を
川

中

又

は
山
の
内
と
呼
ぶ

(
光
も
比
の
呼
桐
も

窮
義
に
は
湯
原
狙
泉
附
近
ま
で
も
包
含
す
る
｡
本
小
文

で
は
以
下
此
の
盆
地
を
山
中
盆
地
と
呼
ぶ
)｡
叉

l
方
､

ひ
るせん

山
陽

･
山
陰
の
分
水
界
の
∴
部
を
な
す
蒜

山

の

連
覇
を

北
に
負
ふ
が
故
に
蒜
山
盆
地
と
桝
す
る
人
も
あ
る
｡
此

岡
-;
嚇
抗
挺
榔
川
上
村
政
八
東
村
に
於
け
る
祉
操
止
の
産
状

の
盆
地
に
は
良
質
の
米
が
豊
富
に
度
し
､
菱
荒
も
行
は

れ
'
定
に
煙
草
が
育
-
か
ら
栽
培
さ
れ
て
居
て
､
漁
民

は
裕
両
夜
蕉
活
を
法
っ
て
居
る
｡
鞠
は
近
年
珪
藻
土
の

採
掘
が
飴
ま
わ
､
現
在

山中
盆
地
は
本
邦
有
数
の
珪
藻

土
産
地
と
夜
カ
ー
且
､
同
地
の
珪
藻
土
の
埋
蔵
量
は
頗

る
大
と
考

へ
ら
れ
る
が
'
不
忠
缶
に
も
此
等
の
革
質
は

地
撃
界
に
は
鈴
与
知
ら
れ
て
唐
衣

5,戒
で
あ
っ
て
､
寡

聞
の
筆
者
の
知
る
廃
で
は
此
地
の
珪
藻
土
の
産
出
に
就

い
て
は
浦
上
宗
衛
氏
が

｢
日
本
地
糊
大
系
｣
(
改
造
敢
版

中
開
｡四
囲
篇
五
六
貢
)
に
､
仲
秀
雄

･
山
本
熊
太
郎
両

氏
が
｢
地
理
教
育
｣
(
一
四
食
'
五
七
三
京
)
に
記
さ
れ
た

事
が
あ
る
に
過
ぎ
在

5,0
聾
者
は
中
村
先
生
の
御
勘
め

き

l

五
九

¶

-.

J･

p･
I
･
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地

球

･.か
こ
十
円
巻

に
従
い
本
年
七
月
F
旬
､
地
質
巡
検
の
鋸
途
'
此
の
地

に
立
ち
寄
っ
た
の
で
'
ほ
ん
の
弛
み
す
が
-
の
粗
難
な

収
容
記
録
に
止
せ
る
が
川
好
誰
光
の
御
参
考
ま
で
ーこ
此

の
小
文
を
草
す
る
｡

川
中
盆
地
は
前
述
の
姐
-
来
鞘
に
延
び
'
其
の
巾
を

旭
川
の
上
流
が
粟
に
流
れ
る
｡
盆
地
の
北
蓮
と
西
遊
は

山
陽

･
山
陰
の
分
水
非
を
在
し
､
薙
ね
で
細
山

･
鳥
取

の
雨
螺
の
喋
非
を
な
し
て
居
る
｡
忽
地
を
め
ぐ
る
峰
と

峠
の
高
さ
(粘
放
)
を
記
し
て
見

る
に
､
北
速
で
は
西
か

ら
擬
粥
珠
両
(
-.
C
九
り
米
)'

二
二
一J
九
･一二
米
川
､蛇

ケ
帆
(
六
ヒ
日
米
)
､
上
ぷ
川
(
二

九
九
･L
米
)､
巾
芯

的
(
二

二
二
光
)'
LL
ぷ
川
(
一
一
,;
リ
･1rTJ
火
)､
火
挟

峠
(
五

1J
内
水
)'
六
暮
<
･三

米
川
が
並
び
'北
側
に
は

北
か
ら
俳
ケ
仙
(
七
円
三

･1TTlj
米
)'
五
八
.;
米
峠
､
七
八

五
･
に
米
川
が
あ
-
'
摘
側
に
は
兼
か
ら
･

.(
'1三

･
二
米

川
､
L
)
二
･六
水
川
'
正
し
七
米
峠
'
七
六

米
-;
～

門
人
正
米
峠
'
天
的
-;
(
六
<
九
･1,<
米
)
､
鳥
は
峠
(
.i

九
(

≠
)二
.
〇
六

:r九
･
一二
氷
-;
'
九
り
;
米
峠
が
拝
し
'

西
姓
に
は
帖
か
ら
湖
釣
鷲
ケ
川
(
.)

八

｣
米
)'
三
中

前
門
妹

1.二

･ペコ

川
(
一
C

H

九
･八
米
)'
八
六
九
･
円
水
川
が
械
は
る
.

池
軌
し
て
JEM
の
ガ
が
高
-
'
束
に
14r:る
祁
低
-
な
る
と



盆
地
の
中
に
は
急
傾
斜
の
山
地
の
下
は
多
少
開
析

n
れ

ね
基
地
が
あ
-

(唯
､
関
都
の
中
央
で
は
前
記
の
峠
の

朋
ま
で
基
地
が
頂
き
､急
斜
面
4'LJ敏
-
)､
更
に
其
の
中

は
旭
川
の
上
流
に
沿
っ
て
沖
積
平
野
が
春
す
る
｡

開
析
基
地
(
之
は
大
部
分
原
野
で
あ
る
)
の
高
さ
は
閣

及
び
北
に
高
-
､
来
及
び
南
に
低

い
｡
即
ち
閑
却
で
は

六
五
〇
米
(振
放
'
以
下
同
じ
)
か
ら
五
〇
〇
米
に
亘
る

が
'
中
郡
の
北
側
(
芯
山
原
と
呼
ば
れ
る
)
は
六
〇
〇
-

四
八
〇
米
'
南
側
(
茅
部
野
と

い
は
れ
る
)
は
五
〇
〇
-

凹
七
〇
米
p
東
部
に
在
る
と
'
基
地
は
川
の
北
側
に
の

み
布
し
､
五
〇
〇
-
四
三
〇
米
と
な
る
｡
沖
積
地
は

1

キ
ロ
飴
の
帽
を
有
L
t
高
n
は
鱗
部
で
五
C
JO
米
､
中

部
で
四
五
〇
米
､
東
部
で
四
二
〇
米
と
在

る
｡
八
兼
村

上
長
田
附
近
に
於

では
旭
川
は
南
側
に
片
寄
っ
て
居
る

が
'
沖
積
地
は
更

に掘
り
下
げ
ら
れ
'
敗
米
の
河
崖
が

生
じ
､
其
の
下
部
ほ
は
基
盤
が
現
れ
て
居
る
｡

二
十
常
分

一
地
異
聞
大
山
間
隔
に
ょ
れ
ば
;
中
盆
地

の
北
側
の
擬
賢
妹
山
-
義
山
の
通
観
は
輝
石
安
山
岩
よ

-
衣
-
､
犬
挟
峠
よ
少
朱
の
山
や
盆
地
の
東
側
F
南
側

関
山
轍
員
挺
郡
川
上
村
及
八
光
村
に
放
け
る
聖
地
土
の
蹟
状

の
山
は
花
楠
岩
(
一
部
石
基
斑
岩
)
よ
み
成
-
､
西
側
は

北
牛
は
安
山
岩
､
南
中
は
火
山
次
･閃
緑
岩
｡石
英
斑
岩

よ
-
成
る
と
さ
れ
て
居
る
が
'
筆
者
が
湯
原
観
泉
か
ら

四
八
玉
来
峠
七
大
挟
峠
を
経
て
鳥
取
聯
踊
金
瓶
泉
に
至

る
間
は
観
察
し
た
廃
で
は
犬
挟
峠
附
近
は
内
包
の
正
長

石
を
有
す
る
黒
雲
母
花
閣
岩
よ
-
成
卓
､
南
側
の
山
は

肉
色
の
花
観
斑
岩
､
文
象
斑
岩
､
旗
色

･
白
色
の
石
英

斑
岩
等
よ
み
成
る
｡
芯
山
の
安
山
岩
に
は
多
-
の
種
類

が
あ
る
ら
し
い
｡

前
記
の
開
析
基
地
は
大
山
地
質
固
幅
に
よ
れ
ば
火
山

衣
よ
カ
成
る
様
に
記
r
uれ
て
居
る
が
.
少
-
と
も
筆
者

が
見
た
範
囲
(東
部
)
で
は
火
山
友
は
殆
ど
無

い
と
云
っ

て
差
支
夜
-
'
水
平
乃
至
十
度
以
内
の
席
料
を
な
し
た

砂

｡
粘
土

｡
磯

｡
珪
藻
土
の
層
よ
み
成
る
の
で
あ
る
0

恐
ら
-
酉
部
で
は
其
の
上
を
火
山
次
が
被
覆
し
て
居
る

の
で
あ
ら
う
｡
此
の
開
析
基
地
を
夜
す
地
層
の
時
代
は

地
形
か
ら
兄
で
現
世
と
は
寒

へ
ら
れ
な
-
'
新
洪
積
瀞

と
す
る
の
が
妥
皆
で
あ
ら
う
｡
此
の
洪
積
層
は
軽
徹
夜

不
整
合
に
ょ
つ
て
上

･
下
の
二
部
に
分
け
ら
れ
､
其
の

W
.o
il,4

六
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地

球

弟

二
十
円
怨

下
部
に
珪
藻
土
が
(,=
ま
れ
る
｡
後
述
す
る
姐
-
珪
藻
土

は
日
下
'
川
上
付
大
森
と
八
火
付
花
園
に
於
て
探
糾
さ

れ
て
居
る
の
で
洪
縦
材
の
筋
朗
も
共
の
良
好
な
も
の
は

ah,一 二 fl調

川上村大在の日本祉譲硬骨別二採血i場に見られる不磨/uL
(此虫では不鮭分節にIlll凸がある｡ 下方の虎は上の改

修からt;h'ちたもの)

}
堺
田
幹

岩

叫

六
二

右
の
繭
地
に
見
ら
れ
る
.

渋
柿
肘
下
部
の
惇
さ
は
採
掘
が
未
だ
搾
-
行
は
れ
で

居
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
が
､
恐
ら
-
十
米
以
上
あ
る

と
考
へ
ら
れ
る
｡
八
束
柑
花
糊
で
は
本
居
は
殆
ど
金
-

iitl海
士
よ
も
成
っ
て
居
る
が
､
川
･上
村
大
森
で
は
淡
友

色

･
茨
目
色
の
砂
盾
を
水
ひ
｡
砂
は
ア
ル
コ
ー
ス
の
こ

と
が
あ
み
'
又
珪
漫
土
と

.I
糎
以
下
の
げ
r
Jの
薄

い
互

肘
を
な
す
こ
と
が
あ
る
｡
珪
藻
土
の
色

は
大
森
で
は
淡

炎
色
の
も
の
が
大
細
分
で
'
庚
臼
色
の
も
の
は
少
い
が

花
胸
で
は
汝
封
に
庚
n
色
の
も
の
が
多

い
｡
洪
積
居
が

十
舷
以
内
の
傾
斜
を
す
る
ナtF
は
･上
に
迎
べ
た
が
､
そ
書

は
放
縦
樹
下
席
の
こ
と
で
あ
る
｡
傾
斜
の
向

き
や
角
度

は
正
健
tこ
は
測
ら
在
か
つ
ね
が
'
傾
斜
は
八
廃
村
花
樹

の
方
に
兼
し
-
'
川
上
柑
大
森
で
は
殆
ど
水
平
で
あ
る

様
で
あ
る
｡
北
開
で
は
十
度
内
外
の
角
で
稚
々
の
向

き

に
傾
い
て
居
る
.
花
樹
の
ガ
に
砂
居
が
少
-
､
且
､
珪

藻
土
の
色
が
淡
い
輔
は
右
の
抑
賓
に
基
-
も
の
と
推
察

さ
れ
る
｡
即
ち
渋
柿
樹
下
部
の
堆
･3..'後
､
入
凍
材
花
鞠

に
於
て
は
大
森
に
於
け
る
よ
-
も
鍵
動
が
著
し
-
行
は



れ
､
従
っ
て
敵
地
は
後
地
よ
-
79
側
刺
を
多
-
受
け
LtJ

後
地
は
見
る
淡
夜
色
珪
藻
土
や
砂
層
を
失
っ
た
も
の
と

考

へ
る
罫
が
H
凍
よ
う
O

洪
積
層
上
部
は
荘
園
で
は
三
-

六
米
､

大

森

で

は

二
｡五
-
三
光
の
厚
ruを
有
し
.
前
地
で
は
下
の
二

･五

-
四
米
が
磯
静
で
､
其
の
上
は
粘
土
で
あ
る
｡
後
地
で

は
磯
暦
の
厚
さ

一
光
飴
､
其
の
上
は
磯
を
浪
ず
る
粘
土

で
あ
る
｡
両
地
間
の
途
中
の
露
頭
で
は
磯
暦
の
上
は
砂

で
あ
っ
LiJ
P
時
に
悔
厨
を
覆
す
事
が
あ
る
｡
磯
暦
の
磯

は
図
-
㌧
殆
ど
す
べ
て
安
山
岩
で
あ
る
｡
洪
積
層
上
部

の
最
上
部
O
｡三
-
〇
･七
米
は
異
深
夜

腐

植

土

で
あ

る
0珪
藻
土
は
次
白
色
叉
は
淡
衣
色
を
量
し
､
多
量
の
水

(
七
〇
%
)ま
で
を
含
ん
で
居
で
軟
-
可
塑
性
社
有
す
る

が
､
粘
性
を
敏

い
て
屠
る
｡
乾
娩
す
れ
ば
腫
-
な
み
､

粉
末
に
化
し
易
-
､
色
は
大
い
に
薄
-
衣
-
､
淡
衣
色

の
も
の
は
衣
白
色
に
も
衣
白
色
の
79
の
は
殆
ど
純
白
に

な
る
｡
珪
藻
土
の
厚
さ
は
前
越
し
カ
所
で
明
夜
通
わ
'

恐
ら
-
十
米
に
蓮
す
る
で
あ
ら
う
｡
珪
藻
土
の
中
に
は

岡
山
熔
広
庭
郡
川
上
相
次
八
光
村
に
於
け
る
蛇
雑
土
の
蹄
批

木
葉
の
化
石
を
強
め
､
月

･
魚
の
化
石
が
含
ま
れ
る
と

い
ふ
事
で
あ
る
｡

山
中
盆
地
の
珪
藻
土
の
珪
藻
の
種
籾
は
殆
ど
す
べ
て

閣
盤
状
の
も
の
で
あ
っ
て
､
S
tephanodisc
us,
Coscil

nodisc
usが
最
も
多
-
'
次
で

C
yc
lotelta
が多
-

､

極
め
て
柿
に

E
p
ith
em
ia
が
春
す
る
｡

山
中
盆
地
の
珪
藻
土
は
二
十
年
前
に
大
森
は
於
で
散

見
さ
れ
､
十
年
前
は
小
規
模
に
採
掘
し
た
革
が
あ
る
由

で
あ
る
が
.
大
規
模
に
組
織
的
に
稼
行
さ
れ
出
し
ね
の

は
昭
利
五
年
で
あ
っ
て
､
同
年
日
本
珪
洗
土

(
後
は
華

と
改
柄
)
食
酢
(
本
配
は
大
阪
)
の
工
場
が
大
森
は
設
け

ら
れ
'
採
掘

･
精
製
が
塘
ま
っ
カ
.
翌
年
花
園
に
昭
和

化
学
工
業
食
酢
(
本
融
は
大
阪
)
の
工
場
が
出
水
(
以
上

の
二
工
場
は
昭
和
八
年
磯
行
の
地
形
問
に
記
さ
れ
て
居

る
)
､本
年
'
大
森
は
扶
桑
珪
頚
骨
配
(
本
融
は
醐
月
)
の

工
場
が
仕
事
を
始
め
､
更
に
日
下
'
花
園
に
莱
邦
洗
藻

工
業
骨
配
(
本
歌
は
大
阪
)
の
工
場
が
建
設
中
で
あ
る
｡

此
等
の
工
場
に
放
て
は
附
近
の
採
掘
場
か
ら
原
士
を

運
び
水
洗
法
に
よ
っ
て
そ
れ
を
精
選
す
る
の
で
あ
る
｡

Tl10
混

六
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地

球

節
二
十
川
谷

精
選
の
工
程
を
略
述
す
る
と
､
先
づ
原
士
を
水
に
混
じ

て
鳩
押
し
.
比
重
に
よ
っ
て
砂
や
粘
土
と
分
離
し
･
史

は
億
枠
を
披
-
過
し
で
粘

土を
分
ち
､
次
に
具
量
の
装

置
を
使
っ
て
脱
水
し
､
最
後
は
火
力
は
よ
み
乾
燥
す
る

の
で
あ
っ
て

此
の
蚤
工
程
所
要
時
間
は
三
十
時
間
で

ぁ
る
と

い
ふ
｡
此
の
工
程
に
於
で
水
と
北
ハほ
逸
出
し
､

叉
は
巻
末
と
共
に
飛
散
し
て
失
は
れ
る
珪
藻
土
の
畳
は

少
-
在

い
と
皿
は
れ
る
が
寒
か
で
な

い
0
原
動
力
と
し

て
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
磯
鋼
が
使
用

n
れ
る
○
此
等
の
各
工

場
の
生
産
能
力
は

一
旦

丁

ン
乃
至
四
ト
ン
で
あ
っ
て

日
下
の
年
紙

産
額

は
七
-
八
百
-
ン
と
の
こ
と
で
あ

る
｡
精
選
晶
は
粉
末
で
あ
っ
て
メ
リ
ケ
ン
粉
袋
の
様
を

布
袋
は
容
れ
で
-
ラ
ブ

に
ょ
タ
勝
川
又

は
鳥
取
膳
の

倉
吉
に
法
ら
れ
(
後
地
の
方
が
近

い
)
､
そ
こ
で
汽
車
は

積
み
符

へ
ら
れ
る
｡
珪
藻
土
の
用
絵
は
甚
だ
旗
汎
で
あ

る
が
.
山
中
産
の
も
の
は
殆
ど
金
-
砂
糖
精
製
に
於
け

る
櫨
過
剰
と
し
て
各
地
の
製
糖
工
場
で
使
用

ruれ
る
の

で
あ
る
｡
但
し
日
下
建
設
中
の
東
邦
珪
藻
工
業
で
は
濯

過
剰
以
外
の
用
途
を
目
標
と
し
て
居
る
由
｡

姉
別
挑

TqO六

六四

現
在
櫨
過
剰
と
し
て
米
国
か
ら
年
々

三

〇
ト
ン
の

珪
藻
土
の
抽
入
が
あ
る
と
の
事
で
あ
る
が
,

或
る
工
場

で
の
話
は
よ
れ
ば
現
在
の
精
選
法
の
状
態
で
は
山
中
盆

地
崖
の
も
の
は
櫨
過
剰
と
し
て
兼
哲

叩
に
及
ば
な

い
の

で
'
米
国
晶
の
抽

入
を
阻
止
す
る
事
が
不
可
能
で
あ
る

と

い
ふ
｡
然
し
新

し
い
令
5
'的
夜
精
選
池
は
よ
れ
ば
兼

図
晶
を
温
か
に
凌
鶴
す
る
物
を
得
る
事
が
出
来
る
と
云

ふ
し
'
又
他
の
工
場
で
開
-
朗
に
よ
る
と
山
中
の
珪
覆

土
は
米
国
晶
は
優
る
と
も
劣
ら
覆

い
と

レl
ふ
O
又
史
に

他
の
工
場
で
は
山
中
の
珪
藻
土
は
純
良
で
あ
㌔

且
へ

加
工
し
易
-
'
晶
質
甚
だ
優
秀
で
あ
る
と
間
中
ね
.
由

蓮
の
迫

力
山
中
盆
地
の
珪
藻
土
は
砂

･
磯
と
共
は
開
析

丘
陵
地
藍
等

て
居
る
も
の
で
あ
っ

て'
其
の
存
在
の

確
賓
に
判
明
し
た
廃
は
今
荷
は
少

い

が､
地
形
的
に
見

て
､
盆
地
内
の
開
析
基
地
の
大
部
分
に
亘
っ
て
珪
箆
士

が
存
在
す
る
と
推
定
し
て
差
支
在

い
と
;-3
は
れ
る
の
で

本
盆
地
は
於
け
る
珪
蕗
土
の
埋
蔵
量
は
薯
は
莫
大
で
あ

る
と

い
は
ね
ば
在
ら
な

い
｡
既
知
の
本
邦
珪
藻
土
産
地

中
斯
-
の
如
-
大
規
模
を
も
の

は
他
に
は
少
い
様
で
あ



-
､
.櫨
過
剰
と
し
て
は
山
中
盆
地
の
珪
藻
土
は
日
本

7

と
考

へ
ら
れ
る
｡
従
っ
て
山
中
盆
地
の
珪
藻
土
の
埋
蔵

量
･晶
質
｡精
選
法
の
調
査

｡
研
究
は
我
が
問
の
産
業
教

壇
の
籍
は
甚
だ
有
意
義
を
事
で
あ
る
｡

山
中
盆
地
の
地
形
敬
連
は
就

い
て
伴

･
山
本
両
氏
は

興
味
あ
る
説
明
を
試
み
ら
れ
た
｡
即
ち
山
中
盆
地
は
嘗

で
は
山
陰
の
斜
面
に
属
し
､
旭
川
の
上
流
は
今
と
は
逆

に
西
流
し
て
伯
著
の
日
野
川
の
支
流
を
覆
し
て
日
本
海

に
狂

い
で
居
た
の
で
あ
る
が
'
蒜
山

･
大
山
等
の
火
山

噴
出
の
た
め
に
熔
岩

･
火
山
衣
に
よ
っ
て
堰

き
止
め
ら

れ
て
湖
盆
を
生
じ
(
其
の
中
は
珪
藻
土
が
堆
積
)､
後
は

此
の
湖
に
注

い

だ下
新
川
が
旭
川
に
奪
は
れ
た
J
め
に

湖
水
も
山
陽
側

は排
水
さ
れ
て
絶
つ
た
と

い
ふ
の
で
あ

る
○
此
の
推
箱
は
甚
だ
典
味
が
あ
-
､
妥
碑
田と
叔
は
れ

る
が
､
蘭
越
の
迫
力
開
析
基
地
を
な
す
珪
萄
士
等
の
地

層
は
沖
積
層
と
は
考
へ
難
-
､
火
山
灰
の

一
部
は
水
成

洪
積
層
を
被
覆
L
t
後
者
よ
･a
79
新
し
い
と
推
考
n
れ

る
｡
水
を
堰
き
止
め
て
湖
水
教
生
ぜ
し
め
た
火
山
岩
は

現
在
の
蒜
山
を
構
成
す
る
鴇
の
よ
･Jl
古

い
も
の
か
為
知

れ
な

い
｡
此
等
の
火
山
岩
の
種
板
も
現
出
状
態
'
時
代

等
の
問
題
は
珪
藻
土
の
諸
問
題

(
時
代
･分
布
･地
質
構

造
･埋
減
且聖
珪
藻
の
種
類
･火
山
岩
と
の
時
代
的
紬
係
)

等
と
共
に
腰
衣
は
磯
r
uれ
た
興
味
深
い
間
膚
で
あ
る
.

潤
筆
は
潜
み
恕
常
夜
御
指
導
を
賜
は
つ
ね
中
村
北
錐

と
現
場
に
於
で
御
示
教
下
さ
っ
た
譜
工
場
の
方
々
に
深

謝
の
意
を
衷
す
る
.
(
fl
o
.八
{<
)

岡
山
蝦
揖
庭
那
川
上
村
及

八
束
村
に
於
け
る
珪
韻
土
の
席
状


